
食
料
に
対
す
る
関
心
が
極
め
て
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
農
畜
産
物
も
食
材
商
品

と
し
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
か
ら
安
全
性

と
安
心
感
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

県
は
誰
も
が
認
め
る
自
然
豊
か
で
農
畜

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
環
境
保
全
型
の

総
合
食
料
供
給
基
地
で
す
。
こ
の
ブ
ラ

ン
ド
産
地
の
周
知
徹
底
が
完
璧
で
し
ょ

う
か
。
県
レ
ベ
ル
で
は
行
政
や
農
業
団

体
が
継
続
的
に
効
果
的
な
宣
伝
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
や
個
々
の

農
業
経
営
者
を
み
た
場
合
、
他
産
業
の

宣
伝
活
動
や
国
内
外
の
食
材
産
地
に
比

較
し
た
ら
見
劣
り
す
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
農
業
経
営
者
は
自
ら
の
生

産
物
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て
自
慢
を

し
、
地
域
と
全
県
と
し
て
は
、
効
果
的

な
戦
略
・
手
段
を
創
意
工
夫
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
県
民
一
人
一
人

が
県
産
食
材
を
愛
し
、
自
信
を
持
っ
て

県
内
外
に
広
く
周
知
で
き
る
県
民
運
動

ま
で
盛
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。
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今
月
の
ひ
と
こ
と

「
情
報
発
信
を
心
が
け
よ
」

岩
手
県
農
業
会
議

会
長

中
　
野
　
昌
　
造
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正
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
農

業
委
員
の
関

心
を
集
め
た

大
会
と
な
り

ま
し
た
。
大

会
決
議
は
、

大
詰
め
を
迎

え
て
い
る

「
食
料
・
農

業
・
農
村
基

本
計
画
」
の

見
直
し
に
関
す
る
要
請
及
び
関
連
し
た
県
の

農
業
施
策
の
充
実
に
関
す
る
要
請
が
、
担
い

手
確
保
や
経
営
安
定
対
策
等
の
議
論
を
踏
ま

え
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員
に
は
12
月
２
日

に
、
知
事
と
県
議
会
議
長
に
は
12
月
24
日
に

要
請
し
ま
す
。

ま
た
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
農

政
・
農
事
功
労
者
表
彰
や
農
林
水
産
大
臣
表

彰
等
に
14
名
と
全
国
農
業
新
聞
優
良
農
業
委

員
会
等
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
１
日
に
施
行
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
ま
ず
、
必
置
基
準
面
積
で
北

海
道
８
０
０
㌶
、
都
府
県
２
０
０
㌶
に
引
き

上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
活
動
に
つ
い
て
は

農
地
に
関
す
る
業
務
と
農
業
経
営
の
合
理
化

に
関
す
る
業
務
に
重
点
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
選
挙
委
員
の
下
限
定
数
は
地
域
実
情
に

応
じ
て
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
選
任
委
員
の
選
出
方
法
で
は
、
土
地
改

平成16年12月20日号

農
業
会
議
は
去
る
、
11
月
29
日
に
盛
岡
市

に
お
い
て
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
増
田
知

事
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
と
県
内
各
地
か

ら
180
名
の
ご
参
加
を
頂
い
て
盛
大
に
行
い
ま

し
た
。
昭
和
29
年
に
創
立
以
来
、
今
年
は
半

世
紀
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
な

り
ま
し
た
。
戦
後
の
農
地
改
革
で
誕
生
し
た

多
く
の
自
作
農
家
の
農
地
業
務
と
生
産
指
導

等
の
農
業
改
革
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
、

激
動
の
50
年
間
を
市
町
村
農
業
委
員
会
、
全

国
農
業
会
議
所
と
一
体
と
な
り
農
業
委
員
会

系
統
組
織
と
し
て
本
県
農
業
の
根
幹
で
あ
る

農
地
の
法
令
業
務
や
食
料
確
保
・
農
業
経
営

の
安
定
化
に
向
け
た
業
務
に
加
え
て
、
農

業
・
農
業
者
の
意
見
の
公
表
や
建
議
等
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
30
年
代
に
は
、
農
業
基
本
法
の
制

定
運
動
や
農
地
法
の
改
正
運
動
に
は
農
業
者

の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
経
済
成
長
期
に

は
農
地
と
農
業
を
守
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は

遊
休
地
の
解
消
や
担
い
手
確
保
・
農
業
経
営

改
善
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
本
県
農
業

の
著
し
い
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
担
い
手
不
足
等
、
脆
弱
化
す
る

経
営
基
盤
の
建
て
直
し
対
策
と
し
て
経
営
の

法
人
化
や
認
定
農
業
者
の
育
成
と
優
良
農
地

の
確
保
、
流
動
化
対
策
等
に
万
全
を
期
し
て

い
ま
す
。
こ
の
間
、
初
代
野
原
正
勝
会
長
か

ら
６
代
目
中
野
昌
造
会
長
ま
で
受
け
継
が
れ

て
、
多
く
の
会
議
員
と
延
べ
70
名
以
上
の
職

員
に
よ
っ
て

そ
の
責
務
を

果
た
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
式
典

を
契
機
に
変

貌
す
る
本
県

農
業
の
基
本

で
あ
る
優
良

農
地
の
確
保

と
担
い
手
を

含
む
経
営
基

盤
強
化
の
革
新
的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
の
式
典
に
際
し
て
、
増
田
知
事
か
ら
貴

重
な
講
話
「
競
争
力
の
あ
る
岩
手
の
農
業
の

構
築
に
向
け
て
」
を
頂
き
ま
し
た
。
恵
ま
れ

た
立
地
条
件
を
生
か
し
た
消
費
者
の
求
め
る

総
合
食
料
基
地
と
し
て
、
そ
の
発
展
の
可
能

性
を
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
、
11
月
2
日
に
盛
岡
市
民
文
化
ホ
ー

ル
で
当
大
会
を
県
内
の
農
業
委
員
約
１
０
０

０
名
の
参
加
を
頂
い
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。
改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
の
施
行
日

が
前
日
で
あ
り
、
必
置
は
堅
持
さ
れ
た
も
の

の
選
挙
委
員
定
数
の
下
限
の
条
例
ヘ
の
委
任

や
下
限
面
積
の
引
き
上
げ
等
、
ス
リ
ム
化
改

良
区
を
加
え
る
こ
と
と
議
会
推
薦
を
５
人
か

ら
４
人
に
す
る
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
ま
し

た
。
そ
の
他
、
部
会
設
置
の
弾
力
化
や
農
業

会
議
の
協
力
強
化
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
関
連
す
る
条
例
策
定
や
会
則
改
正
、
さ

ら
に
は
市
町
村
合
併
に
伴
う
対
応
に
万
全
を

期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
県
農
業
の
根
幹
で
あ
る
担
い
手
の
確
保

と
農
地
の
利
用
集
積
等
を
全
市
町
村
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
下

旬
に
か
け
て
各
振
興
局
に
管
内
市
町
村
、
農

業
委
員
会
の
担
当
者
と
経
営
改
善
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
が
一
堂
に
会
し
て
認
定
農
業
者
・
農

業
法
人
等
の
現
状
と
課
題
や
農
地
の
利
用
集

積
等
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
ま
し
た
。

現
実
的
に
は
認
定
農
業
者
の
掘
り
お
越
し

は
限
界
状
態
で
あ
り
、
営
農
類
型
や
認
定
基

準
等
の
見
直
し
が
緊
急
的
課
題
と
な
っ
て
い

る
地
域
が
多
い
も
の
の
基
盤
の
し
っ
か
り
し

た
認
定
農
業
者
も
育
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
ベ

ー
ス
と
し
た
法
人
化
や
集
落
営
農
の
組
織
化

が
活
発
化
し
て
い
る
地
域
が
目
立
っ
て
き
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
に
合
っ
た
担
い
手
育
成
を

進
め
る
た
め
に
認
定
農
業
者
を
中
心
と
し
な

が
ら
熟
度
に
応
じ
て
法
人
経
営
、
集
落
営
農
、

家
族
経
営
等
に
分
類
し
て
支
援
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
実
態
に
合
っ
た

営
農
類
型
も
創
意
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

農業会議通信
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半
世
紀
の
回
顧
　
農
業
会
議
創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

新
し
い
展
望
に
向
け
て

農
業
委
員
大
会
盛
大
に
開
催

改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行

県
内
11
振
興
局
で
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
現
地
検
討
会
を
開
催



去
る
、
11
月
４
日
に
岩
手
大
学
農
学
部
に

お
い
て
、
当
ス
ク
ー
ル
の
入
学
式
が
２
０
名

の
学
生
と
関
係
者
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
ス
ク
ー
ル
は
農
業
会
議
が
事
務
局
を

担
う
県
農
業
法
人
協
会
が
岩
手
大
学
農
学
部

に
運
営
を
委
託
す
る
新
し
い
方
式
で
、
校
長

に
は
岩
手
大
学
農
学
部
長
、
副
校
長
に
岩
手

県
農
業
法
人
協
会
会
長
と
農
業
会
議
事
務
局

長
が
あ
た
り
、
運
営
は
岩
手
大
学
農
学
部
付

属
寒
冷
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
が
行
う
も
の
で
す
。

内
容
は
、
法
人
経
営
の
経
営
改
善
に
向
け

て
財
務
管
理
を
中
心
と
し
た
経
営
分
析
・
診

断
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
法
を
習
得
す
る
と
と

も
に
、
経
営
戦
略
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ゲ
ー
ム
か
ら
先
見
性
、
決
断
力
、
行
動
力
等

を
養
成
す
る
こ
と
で
経
営
者
能
力
の
向
上
を

し
て
い
く
も
の
で
す
。

21
名
の

学
生
は
大

学
の
学
生

と
同
じ
よ

う
に
図
書

館
等
の
施

設
や
先
生

方
の
教
え

を
受
け
る

こ
と
が
出

来
ま
す
。

去
る
、
11
月
19
日
に
盛
岡
市
で
当
講
座
の
最

後
の
研
修
と
閉
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修

は
女
子
栄
養
大
学
大
学
院
の
高
橋
正
郎
客
員
教

授
か
ら
「
農
業
の
構
造
改
革
と
経
営
構
造
対
策
」

と
題
し
て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
座
生
に
加

え
て
県
・
市
町
村
の
職
員
等
70
名
程
の
参
加
が

あ
り
国
の
農
政
や
三
位
一
体
改
革
等
幅
広
い
話

題
か
ら
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
意
識
改
革
と
先

見
性
を
も
っ
て
、
そ
の
役
割
を
担
う
必
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
閉
講
式
で
岩
手
県
農
業
会
議
の
中

野
昌
造
会
長
が
「
地
域
の
特
性
を
十
分
発
揮
し

た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
多
く
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
と

議
論
し
て
確
実
に
効
果
の
出
る
事
業
展
開
を
期

待
す
る
」
と
修
了
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

去
る
、
12
月
８
日
に
岩
手
大
学
付
属
図
書
館

で
、
今
年
度
最
後
の
講
座
に
な
る
「
い
わ
て
農

業
者
ト
ッ
プ

ス
ク
ー
ル
」

を
開
催
し
ま

し
た
。

知
事
が
当

ス
ク
ー
ル
の

学
生
等
を
前

に
「
競
争
力

の
あ
る
岩
手

農
業
の
構
築

の
必
要
性

を
」
熱
く
述

○
い
わ
て
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

が
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
入

学
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
。

（
盛
岡
市
　
Y
生
）

県
内
の
農
業
法
人
か
、
近
い
う
ち
に
法

人
化
を
計
画
し
て
い
る
農
業
経
営
者
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
地
方
振
興
局
農
政
部

又
は
岩
手
県
農
業
会
議
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
年
は
既
に
授
業
が
始
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

（
藤
平
主
事
）

○
認
定
農
業
者
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
教
え
て
欲
し
い
。（
二
戸
市
　
Ｔ
生
）

今
後
５
年
間
の
経
営
改
善
計
画
を
市
町

村
に
提
出
し
、
市
町
村
長
が
定
め
る
営
農

類
型
か
ら
算
出
さ
れ
る
農
業
所
得
目
標
等

照
合
し
た
う
え
で
、
計
画
の
妥
当
性
を
審

査
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。
認
定
さ
れ

る
と
研
修
の
機
会
や
融
資
制
度
の
活
用
、支

援
事
業
の
対
象
等
地
域
の
農
業
を
担
う
農

業
者
と
し
て
優
遇
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

市
町
村
役
場
の
農
政
担
当
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

（
村
上
経
営
部
次
長
）

○
こ
の
前
「
い
わ
て
め
ぐ
み
フ
ェ
ア
」
で

農
業
図
書
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、

書
店
に
は
無
い
様
々
な
図
書
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
で
す
か
。

（
紫
波
町
　
Ｎ
生
）

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
者
は
情
報
収
集

が
大
切
で
す
の
で
、
農
業
会
議
で
は
情
報

提
供
と
し
て
全
国
農
業
図
書
を
斡
旋
し
て

い
ま
す
。
週
一
回
の
全
国
農
業
新
聞
も
月

600
円
で
斡
旋
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
農
業

委
員
会
事
務
局
又
は
岩
手
県
農
業
会
議
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
大
富
　
調
査
役
）

●
質
問
・
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

E
-m
ail:in

fo@
iw
ate-ca.or.jp
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回
答

回
答

回
答

べ
ら
れ
、
企
業
的
な
農
業
経
営
者
に
大
き
く
発

展
す
る
よ
う
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き

続
き
岩
手
大
学
農
学
部
の
木
村
副
学
部
長
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
学
生
４
名
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
経
営
革
新
戦
略
」
に
も
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
参
画
さ
れ
て
、
他
産
業
等
の
例
な

ど
を
紹
介
し
な
が
ら
革
新
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
ま
し
た
。
10
回
の
講
座
を
終
え
て
１
月
26

日
に
修
了
式
を
迎
え
る
学
生
に
と
っ
て
、
有
意

義
な
講
話
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座
修
了

「
生
産
者
か
ら
経
営
者
へ
」

増
田
知
事
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
で
講
話

「
い
わ
て
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
開
校



ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
公

開
講
座

宮
城
県（
有
）伊
豆
沼

農
産
社
長
が
産
直
や

レ
ス
ラ
ン
の
経
営
と

豚
肉
加
工
販
売
を
展

開
す
る
農
業
法
人
の

実
態
を
披
露
し
ま
し

た
。
原
料
供
給
を
地

域
の
農
家
が
担
う
地
域
産
業
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
学

生
等
３
０
０
名
の
賛
否
は
様
々
。

そ
の
後
、
経
営
の
多
角
化
に
つ
い

て
学
生
を
パ
ネ
ラ
ー
に
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

簿
記
講
座
シ
ー
ズ
ン
到
来

生
産
者
か
ら
経
営
者
へ
の
第
一

歩
は
ま
ず
、
簿
記
の
マ
ス
タ
ー
か

ら
。
農
業
会
議
と
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
共
催
の
講
座
が
大
船
渡

地
方
を
ス
タ
ー
ト
し
て
県
内
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
認
定
農

業
者
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

農
業
会
議
創
立
５
０
周
年

一
口
に
50
年
。
50
周
年
で
は
ニ

ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
み
た
い
で
す

が
、
県
農
業
は
増
産
↓
減
反
。
畜

力
↓
機
械
化
。
多
収
↓
品
質
食
味
。

精
農
↓
耕
作
放
棄
・
・
・
ま
さ
に

●
　
農
業
会
議
「
50
年
の
あ
ゆ
み
」
を
編
集

発
刊
し
ま
し
た
。
吉
田
Ｏ
Ｂ
職
員
と
職
員
諸

君
の
ご
労
苦
で
激
動
の
半
世
紀
の
記
録
が
綴

ら
れ
ま
し
た
。
回
顧
と
新
し
い
展
望
に
活
か

し
て
下
さ
い
。

●
　
農
業
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
ま
だ
、
工
事
中
箇
所
も
あ
り
不
十

分
で
す
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
を
し
な
が
ら
完
成
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.iw
ate-ca.or.jp

●
　
情
報
が
大
切
な
時
代
で
す
。
農
業
委
員

大
会
や
め
ぐ
み
フ
ェ
ア
で
は
認
定
農
業
者
や

農
業
法
人
向
け
の
全
国
農
業
図
書
が
好
評

で
、
多
く
の
人
に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
　
農
業
・
農
村
が
大
変
革
の
時
代
に
突
入

し
て
い
ま
す
。
的
確
な
情
報
が
経
営
の
安
定

化
に
不
可
欠
で
す
。
全
国
農
業
新
聞
は
週
一

回
の
発
行
で
効
果
的
で
す
の
で
是
非
、
活
用

し
て
下
さ
い
。

●
　
担
い
手
の
年
金
対
策
は
欠
か
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
農
業
者
年
金
制
度
の
理
解
を

深
め
て
加
入
頂
く
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。
担

当
が
奔
走
し
て
い
ま
す
の
で
声
を
か
け
て
下

さ
い
。

●
　
三
位
一
体
改
革
で
地
方
主
導
型
の
農
政

に
期
待
も
、
切
り
詰
め
予
算
で
は
　
頭
と
足

の
戦
略
展
開
に
な
り
ま
す
。
地
域
ア
イ
デ
ィ

ア
を
提
案
し
ま
し
ょ
う
。

●
　
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
発
刊
し
た

「
農
業
会
議
通
信
」
も
今
年
最
後
に
な
り
ま

し
た
。
ご
愛
読
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
い
い
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
し
ま
す
。

（
由
）

農業会議通信
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１月11日　第292回常任会議員会議（盛岡市　エ
スポワールいわて）

１月15日　新・農業人フェア in いわて（盛岡市
マリオス）

１月17日　第４回いわて農業法人ビジネススク
ール（盛岡市　岩手大学農学部）

１月26日　いわて農業者トップスクール修了式
（盛岡市　メトロポリタンニューウイング）

１月28日　認定農業者交流会（盛岡市）
１月下旬　農業者経営セミナー（盛岡市）
２月５日　新・農業人フェア’04（東京都）
２月7～8日　第５回いわて農業法人ビジネスス

クール・修了式（盛岡市　岩手大学

農学部）
２月９日　市町村農業委員会事務局長会議（盛岡

市　自治会館）
２月10日　第293回常任会議員会議（盛岡市　エス

ポワールいわて）
２月17日　市町村農業委員会会長会議及び研修会

（盛岡市　南部会館サザンパレス）
２月中旬　農業法人異業種交流セミナー（盛岡市）
２月中旬　知事と女性農業委員との懇談会（盛岡市）
３月10日　第294回常任会議員会議（盛岡市　エス

ポワールいわて）
３月24日　第80回岩手県農業会議定期総会（盛岡

市エスポワールいわて）

1月～3月

激
動
、
改
革
の
半
世
紀
。
21
世
紀

の
本
県
農
業
に
生
か
し
た
い
も
の

で
す
。

農
業
法
人
協
会
「
め
ぐ
み
フ
ェ
ア
」

で
好
評

「
日
頃
の
お
礼
に
社
長
が
来
て

ま
〜
す
」「
ピ
ー
マ
ン
百
円
詰
め

放
題
、
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
１
個

百
円
。
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
３
袋

で
千
円
･
･
･
」
農
業
法
人
５
社

が
訪
れ
た
お
客
様
に
経
営
者
自
ら

大
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
し
た
。


